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今日は（今晩は）皆様の集いにお招きいただきまして、ありがとうございます。私は　　　　　と申します。国際ソロプチミスト　　　の会員です。今日（今晩）は、皆様に、キャシーさんという素晴らしい女性についてお話したいと思います。

キャシーさんはアメリカの中西部に生まれ育ちました。気立ての良い女の子で、学校の成績も良く、将来は医療の分野で働きたいという夢を持っていました。ところが16歳の時、10歳年上の男性と出会いました。キャシーさんは当時の自分のことを「醜いアヒルの子」のようだったと述懐していますが、そのため、その男性が自分に注意を払ってくれたことをとても嬉しく思いました。間もなく彼女は妊娠し、両親の反対を押し切って高校を中退し、ジョーという名前のこの男性と結婚しました。キャシーさんの子供時代はこの時点で終わってしまいました。そして、将来の夢も、無期限で中断されてしまいました。 

結婚生活はほとんど最初から問題だらけでした。屋根職人として働いていたジョーさんは、ちゃんと仕事を仕上げるということが滅多にありませんでした。彼の仕事が見つけやすいように家族は何回も引っ越しましたが、仕事を見つけてもすぐにまた失業してしまうことの繰り返しでした。その間、家族は生活保護の助けで何とか生活しつつ、キャシーさんは子供たちに食べさせ、衣類をあてがうだけで苦労していました。
その後、ジョーさんはお酒に浸るようになり、行動も不安定になってきました。車にガソリンを入れてくると言って家を出て行ったきり、一晩中帰ってこないこともありました。以前は優しい言葉をかけてくれた夫でしたが、今では酔っ払って悪態をつくようになりました。家族が生活していくためにもっと収入が必要だったにもかかわらず、彼は常にキャシーさんがどこにいるかを知りたがったため、働きに出ることも許してもらえませんでした。彼は支配的で、怒りに満ちていました。キャシーさんを愛し、養ってくれると約束した、昔の優しい男性からは程遠い人になっていました。
キャシーさんはこのような夫のもとから10年以上逃れることができずにいました。彼をかわいそうに思い、自分の母親が父親の世話をしていたのと同じように、夫の世話をすることが自分の義務だと思っていました。キャシーさんはさらに、子供たちも父親と一緒に暮らすのが一番いいと信じていました。けれども、夫のもとを去ることができなかった一番の理由は、自分で生計を立てる努力をしてみることが、恐ろしくてたまらなかったからでした。彼女にはその頃までには5人の子供がありましたが、高校さえも卒業していませんでしたし、家族を養っていくための現実的な方法を全く持ち合わせていませんでした。
けれどもキャシーさんはある晩、極限に達しました。子供たちは居間にいて、笑ったり、はしゃいだりしながら、学校の宿題をやっていました。そこに酔っ払った夫が帰宅し、キャシーさんに酒場まで運転するように頼みました。彼女がそれを拒否すると、彼は激怒して家から出て行き、車を壊してしまいました。
その時28歳だったキャシーさんは、30歳になるまでにはこんな状況から抜け出して違った生き方をしていられるようになろうと、誓いました。2週間ほど経ったある日、子供たちが学校から帰ってきた時、キャシーさんは、ジョーさんに、子供たちを連れて家を出ると告げました。行かないでくれと頼む夫の前で、所持品をバッグに詰めました。子供たちを見ていると、自分がこの夫のもとに留まっていることが、子供のためになるよりも、むしろ害になっているということが、キャシーさんにはわかるようになっていました。キャシーさんは5人の子供を連れて、姉の小さな家に移り住み、ピザレストランで仕事を見つけました。しかし、最低賃金しか稼げず、生活保護を受けるような生き方から抜け出すという夢を叶えるには、全く十分ではありませんでした。

その後しばらくして、キャシーさんは歯の治療のために歯医者に行きました。もう長いこと歯の治療をしてもらったことがなかったため、キャシーさんは緊張していました。けれども、歯科衛生士はとても親切で、キャシーさんの恐れは静まりました。歯の治療のための椅子に座りながら、キャシーさんは子供の頃、医療の分野で働きたいと思っていたことを思い出しました。そして、「もしかしたら、まだ遅くないかもしれない」と思いました。
キャシーさんは歯科衛生の分野について調べ始め、政府が支給するローンや助成金を申請しました。けれども、それだけでは授業料を払えるだけです。全日制の学校に通うなら、生活保護だけでは足りない生活費を稼ぐために働くことができなくなります。制服、車の修理や維持費、教科書、そして家族の生活費などで、限界に達してしまうことは目に見えていました。しかも、キャシーさんが歯科衛生士の学校に通うのに、片道で2時間もかかるのでした。
それでもキャシーさんは夢をあきらめませんでした。学校に通い始め、できる限りの時間を仕事に当てました。1年目の教科課程に在学していたある日のこと、学校の先生が、ソロプチミストの「女性に機会を与える賞」について教えてくれました。キャシーさんは応募資格について読んだとき、「これは私だわ！」と思いました。応募書類に記入し、申請書と一緒に提出する自己紹介のエッセイを、「私の人生のこれまでの12年間は多くの苦難に満ちていました･･･」という言葉で書き始めました。
キャシーさんのエッセイは人々の心を動かし、地元のソロプチミストクラブから賞金を贈られ、その後しばらくして、私たちの組織のリジョンと呼ばれるレベルで、5,000ドルの賞金も授与されました。さらにその数ヶ月後、ソロプチミストの会長が、キャシーさんに電話をかけてきて、「今すごいことをお伝えしますから、びっくりして倒れないように、座って聞いてくださいね」と言いました。そして、キャシーさんに「女性に機会を与える賞」の最優秀賞の10,000ドルが贈られることに決まったことを伝えました。「私は全く度肝を抜かれました」とキャシーさんはその時を思い出します。「すぐに子供たちにその信じられないニュースを伝えました。その晩は、叫んだり、飛び跳ねたりして、大騒ぎしながらお祝いのパーティーをしました！」

キャシーさんは、私たち宛に書いた手紙の中で次のように述べています。「この賞は私を金銭面だけでなく、精神的にも助けてくれました。私が本当にちゃんと自分でやっていけるという確信を持つのを助けてくれました。ソロプチミストの助けがなかったなら、ここまで来られたかどうかわかりません。ソロプチミストのお陰で、私と子供たちの人生に、やっと希望と方向性が与えられました」
キャシーさんは、歯科衛生士の仕事に就くという夢を実現しました。そして、一ヶ月間の生活保護手当から得られた収入よりも多い金額を、週4日働くだけで稼げるようになったと、彼女は語りました。また、何回も買い物に行ったことのある金物屋で、キャシーさんは現在の夫になる人に出会いました。彼女と現在の夫は、今、それぞれの子供たちを合わせた大家族で田舎の８エーカーの土地にある大きな家に住んでいます。また、金物屋も購入して、事業を営んでいます。お店を購入する時、「女性に機会を与える賞」を受賞したという話のお陰で、銀行が融資してくれることになったと、キャシーさんは話しています。

キャシーさんの言葉をもう少し引用しましょう。「私はいつも、困難が人格を作るという言葉を聞いてきました。それが真実だとすれば、私は今では、かなりの人格を築いたことになるはずです。困難のお陰で、私はより良い人間になれました。ずっと強くなれたし、多くを学びました。例えば、どうやって自分自身を信じるかというようなことです。私は本当に大きく成長しました。深い自尊心の感覚と、自分を信じる自信も生まれました。また、深い心の平安も感じています」
キャシーさんの話は素晴らしいとは思いませんか？　私たちの生活で小さなことでイライラしたりすることがよくあることを思えば、キャシーさんが克服した困難は想像できないほどです。けれども、キャシーさんと同じような経験をしたのは、キャシーさん一人だけではありません。彼女は、1972年以来、ソロプチミストの「女性に機会を与える賞」からの助けで夢を取り戻した何千人もの女性たちの一人です。私たちはこのプログラムと、自分の人生を変える勇気のある女性たちに誇りを持っています。彼女たちは希望と自分の夢に絶大な信念を抱いています。彼女たちは必死に自分の人生を変えようとしている世界中の女性たちにとって、励ましとなる存在です。キャシーさんは歯科治療に来る患者さんたちに、自分の経験を語っているそうです。「自分の夢を実現しようとすることの大切さを、人々に印象付けようとしています」とキャシーさんは語っています。
「女性に機会を与える賞」は、キャシーさんのように、既に自分の人生を変えようという決心をしていながらも、それを実行するための金銭的余裕のない女性たちに贈られます。賞金額は、私たちの組織の中のレベルによって異なりますが、3人の最優秀賞受賞者にはそれぞれ10,000ドルが贈られます。毎年、約1,000人の女性が、このソロプチミストのプログラムを通して、百万ドル以上の賞金を受け取っています。この賞は奨学金ではなく、受賞者は賞金を、研修や教育を受けるための努力に関連するどんな目的のために使ってもかまいません。キャシーさんは、歯科衛生士の学校への長時間の通学に使う車を常に良好な状態に保つための費用として使いました。現金の賞金は大変役に立つものですが、「女性に機会を与える賞」の受賞者は、この賞を受賞したことから得られた自信と支援も、同様に有意義だったと語っています。
事業および専門職に携わる女性たちの組織として、ソロプチミストは、女性たちが自分の人生を変えるために必要な援助を提供することによって、彼女たちが自分の夢を生きるのを助けることに意義があると信じています。さらに、私たちは、一人の女性を助けることが、その女性の家族を助け、ひいては地域社会や世界をも助けることになると信じています。女性たちがこれまでに達成した大きな進歩にもかかわらず、いまだに、女性たちは男性と比べて不釣合いに、貧困、識字力の欠如、暴力、差別に苦しんでいます。女性として、事業に携わる者として、また、母として、娘として、私たちは、世界中の女性たちに助けの手を差し伸べるのにふさわしいユニークな立場にあると感じています。
皆様も、「女性に機会を与える賞」を受賞するに値する女性をご存知かもしれません。あるいは、このプログラムに関心があるかもしれない女性たちの出入りする組織や大学などで、働いておられる皆様もおられるかもしれません。そのような方々には、私たちにご連絡くださるようお願い致します。または、そのような女性たちに、私たちに直接連絡するように伝えてくださってもかまいません。
最後に、エレノア・ルーズベルトの言葉を引用して、このスピーチを終えたいと思います。「未来は、自分の夢の美しさを信じる人々に属しています」という言葉です。キャシーさんの夢は、教育を受けて、よい生活ができるだけの収入を得て、5人の子供たちにとって良い手本となることでした。ソロプチミストの夢は、キャシーさんのような女性が、必要な援助と支援を受けられるようにすることです。皆さんの夢はどんな夢でしょうか？
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